研究開発用ギガビットネットワーク共同研究進捗報告書

	報告日：　2002年　1月　14 日

	報告者所属機関：北海道大学　大学院理学研究科　地球惑星科学専攻
報告者氏名：林　祥介

	１．共同研究契約の特定

（１）研究プロジェクトのテーマ

　　超高速ネットワーク JGN による地球環境研究の推進
（２）プロジェクト番号：
JGN-G14023
（３）共同研究機関一覧

　　北海道大学

　　国立環境研究所

	２．研究の概要

地球型惑星大気、すなわち地球を中心とし、火星～金星の大気環境をパラメタ範囲とする大気大循環モデルの開発を試み、関連する基礎的な数値実験を実行する。惑星パラメタの変更と物理過程の交換を自在に行えるようにすることにより、数式的定式化から複雑なモデルに至るまでのモデル階層が容易に提供できるようにするなど、物理プロセスを交換することにより、ほぼ自動的に地球、火星、金星大気モデルとして働くようにすることを目指す。

本研究は国立環境研究所のスーパーコンピュータを使用して膨大な計算を実施すると同時に、国立環境研究所（つくば市）～北海道大学（札幌市）との間で、大容量のデータの伝送を行うために、超高速なギガビットネットワーク通信回線を通じて高速データ伝送を実現する必要がある。

	３．研究の進捗状況（研究計画書等スケジュールとの対比）

研究推進に必要な伝送路を確保するため、11/11 に国立環境研究所と北海道大学間において JGN を経由した接続実験を行った。このとき双方の JGN 接続機器におけるフレームのカプセル化方法の違い（北大側:IP over ATM, 環境研側: RFC-1483 LLC/SNAP）のため、接続できないという結果となった。
　これを解決するため北大側の JGN アクセスポイントを北海道-2から北海道-1に変更し、北大側に RFC-1483 LLC/SNAP 形式に対応した接続機器を用意して 14年度内に再度接続実験を行う予定である。

	４．外部発表（学会発表・マスコミ発表・イベント利用等その他準ずる発表）の状況

　　※参考資料がある場合、添付してください。

（１）発表件数

H11年度

H12年度

H13年度

H14年度

H15年度

合計

学会・論文

0
0
雑誌・出版物等

0

0

その他

0
0
（２）発表時期、テーマ名、発表学会等

 とくになし

	５．次年度の研究計画

(1) 比較惑星科学的視点からの大気大循環構造の検討
  (2) 広範囲な惑星パラメタを与えた大気大循環モデル数値実験の実行とデータ解析



※記入欄が不足する場合、適宜、行を追加してください。

